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「ヒバクシャ国際署名」数 (６／３０現在)

県 北 原 水 協 ２，２０４筆

県 南 原 水 協 １０２筆

宇都宮市原水協 １，１５４筆

非 核 の 会 １２８筆

新 婦 人 の 会 ７，３１８筆

諸 団 体 民 医 連 １，８１７筆

保 険 医 協 会 ２９１筆

県 原 水 協 １３４筆

小山推進委員会 １１０筆

非核下野市の会 ２６４筆

県 労 連 ２３筆

日 光 市 ９５３筆

下 野 市 ２３８筆

自 治 体 栃 木 市 ８１筆

小 山 市 ４０筆

上 三 川 １６０筆

合 計 １５，０１７筆

◆ 平和の鐘をつく集い

日時：８月６日(月)午前８時から・８月９日(水)午前１１時から

会場：さくら市 東輪寺

原
爆
の
残
り
火
分
灯
式

６
月
３
０
日
、
さ
く
ら
市
の
東
輪

寺
で
、
「
原
爆
の
残
り
火
」
の
分
灯
式

が
、
６
０
数
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
会
場
に
て
檀

家
の
方
々
に
よ
り
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
も
と
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
で
１
４
回
目
を
迎
え
る
当
式

で
は
、
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
た
御

詠
歌
が
歌
わ
れ
、
、
人
見
住
職
か
ら
、

通
し
行
進
者
や
悲
惨
な
戦
争
を
体
験

さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
、
そ
の
礼
を

ね
ぎ
ら
い
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
栃
木
県
平
和
行
進
実
行

委
員
長
の
天
谷
さ
ん
よ
り
、
核
兵
器

禁
止
条
約
締
結
後
の
国
際
情
勢
、「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
推
進
と
「
世

界
平
和
の
実
現
は
一
人
ひ
と
り
の
心

の
中
に
平
和
の
祈
り
の
火
を
灯
す
こ

と
。
こ
の
原
爆
の
残
り
火
を
先
頭
に

元
気
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
市
民
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
」
と
国
民
平
和
大
行
進

と
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
成
功
を
め

ざ
す
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
高
校
の
放
送
部
員

数
名
に
よ
り
分
灯
式
の
様
子
を
熱
心

に
取
材
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

芳賀郡市原水協学校を開催
6月 17日、芳賀原水協は「原水協学校」

を参加者 10 数人で開催しました。天谷
静雄県原水協代表委員が世界大会パンフ

活用し、核兵器禁止条約が切りひらく未

来、朝鮮半島、ヒバクシャ国際署名の取

り組みなどで学習しました。

芳賀原水協は国民平和大行進や世界大

会へ代表派遣を地域で成功させようと確

認をしました。

平
和
行
進
県
内
ス
タ
ー
ト

６
月
３
０
日
、
福
島
県
か
ら
栃
木
県

へ
「
２
０
１
８
年
国
民
平
和
大
行
進
」

（
北
海
道
↓
東
京
コ
ー
ス
）
が
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
、
炎
天
下
の
那
須

町
、
ラ
ー
メ
ン
亭
駐
車
場
で
、
福
島

県
か
ら
栃
木
県
へ
の
引
き
継
ぎ
式
が

９
０
余
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
の
参
加
者
に
よ
る
歌
声
で
福

島
の
行
進
団
を
迎
え
ま
し
た
。
福
島

の
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、

北
海
道
礼
文
島
か
ら
東
京
へ
通
し
行

進
す
る
栖
原
秀
夫
さ
ん
よ
り
、

「
歩
く
こ
と
と
大
き
な
声
を
出
す
こ

と
が
大
好
き
で
す
。
に
ぎ
や
か
に
太

鼓
を
た
た
き
、
頑
張
っ
て
歩
く
の
で

よ
ろ
し
く
」
と
挨
拶
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
横
断
幕
や
各
種
団
体
旗
が

栃
木
県
側
に
引
き
渡
さ
れ
て
、
２
週

間
に
わ
た
る
栃
木
県
内
の
国
民
平
和

大
行
進
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
、
那
須
町
役
場
へ

移
動
し
て
、
梅
雨
明
け
の
熱
い
太
陽

の
照
り
つ
け
る
中
、
本
県
の
国
民
平

和
大
行
進
の
第
一
歩
が
力
強
く
踏
み

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
二
〇
数
名
の
参
加
で
、

東
輪
寺
よ
り
分
灯
さ
れ
た
「
原
爆
の

残
り
火
」
を
先
頭
に
、
「
核
兵
器
は
い

ら
な
い
」
な
ど
と
大
き
な
声
で
訴
え

な
が
ら
町
の
中
を
行
進
し
ま
し
た
。

事
前
に
チ
ラ
シ
を
千
枚
ま
い
て
お
い

た
効
果
も
あ
っ
て
、
沿
道
で
は
手
を

振
っ
て
激
励
し
て
く
れ
る
人
た
ち
も

い
て
、
大
い
に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。


